
は
じ
め
に

血
液
透
析
は
通
常
、週
に
3
回
の

治
療
が
必
要
で
す
。
週
3
回
の
通

院
は
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
で
も
負

担
が
大
き
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

透
析
患
者
さ
ん
の
高
齢
化
や
合
併

症
、
長
期
透
析
に
伴
う
筋
力
低
下

な
ど
に
よ
り
、移
動
や
公
共
交
通
機

関
の
乗
り
降
り
、待
ち
時
間
の
負
担

が
増
え
、
通
院
そ
の
も
の
が
難
し
く

な
る
方
が
年
々
多
く
な
って
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
医
療
機
関

が
独
自
に
行
う
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

費
用
や
人
員
の
面
で
大
き
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、全
国

の
透
析
施
設
に
行
っ
た
調
査
結
果
を

も
と
に
、
送
迎
の
現
状
に
つい
て
、
患

者
さ
ん
・
ご
家
族
に
知
って
お
い
て
欲

し
い
こ
と
と
、お
願
い
し
た
い
こ
と
を

お
話
し
ま
す
。

透
析
患
者
の
高
齢
化
と

要
介
護
の
現
状

日
本
透
析
医
学
会
に
よ
る
統
計

調
査
に
よ
れ
ば
、
1
9
9
8
年
か

ら
2
0
2
3
年
の
25
年
間
で
透
析

患
者
の
平
均
年
齢
は
59
・
9
歳
か

ら
70
・
1
歳
に
、65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
全
体
の
36・8
％
か
ら
69・5
％

に
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は

13
・
6
％
か
ら
41
・
1
%
と
透
析
患

者
の
高
齢
化
は
確
実
に
進
行
し
て

い
ま
す（
図
1
）。

ま
た
日
本
透
析
医
会
が
中
心
に

調
査
を
行
っ
た
「
2
0
2
1
年
度
血

液
透
析
患
者
実
態
調
査
報
告
書
」に

よ
れ
ば
、介
護
保
険
を
申
請
し
要
支

援
1
以
上
の
認
定
で
あ
っ
た
透
析
患

者
は
、23・1
%
と
全
体
の
約
1
／
4

に
達
す
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。
高

齢
化
の
進
行
に
加
え
、合
併
症
を
持

つ
患
者
の
増
加
、
低
栄
養
や
運
動
不

足
に
よ
る
筋
力
低
下
の
進
行
な
ど
に

よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
透

析
患
者
が
多
く
な
って
い
る
現
状
で
、

週
3
回
、
1
か
月
で
お
よ
そ
13
回
、

1
年
で
は
約
1
5
0
回
も
の
通
院

回
数
を
要
す
る
外
来
血
液
透
析
患

者
の
通
院
の
問
題
は
、
社
会
的
に
も

大
き
な
問
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

透
析
診
療
報
酬
の
相
次
ぐ

引
き
下
げ
の
影
響

透
析
施
設
の
収
入
は
、国
の
医
療

保
険
か
ら
支
払
わ
れ
る
診
療
報
酬

に
依
存
し
て
い
ま
す
。
診
療
報
酬

は
治
療
そ
の
も
の
に
対
す
る
対
価

と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
な
の
で
、

透
析
施
設
が
行
う
送
迎
の
費
用
に

つい
て
は
、
診
療
報
酬
上
配
慮
さ
れ

公益社団法人
日本透析医会

会長 山川 智之先生

透
析
施
設
に
よ
る
患
者
送
迎
に
つ
い
て
、

現
状
と
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と

透
析
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か

緊急企画
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る
こ
と
は
な
く
、
人
件
費
や
治
療
に

か
か
る
諸
経
費
な
ど
を
支
払
っ
て

残
っ
た
利
益
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

　

し
か
し
、
国
の
政
策
で
透
析
の
診

療
報
酬
は
改
定
の
度
に
下
げ
ら
れ

続
け
て
い
ま
す
。
透
析
の
診
療
報

酬
は
直
近
8
回
の
改
定
で
実
に
1

割
以
上
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た（
図

２
）。
最
近
で
は
、
物
価
高
騰
や
人

件
費
の
上
昇
の
影
響
で
経
営
が
悪

化
し
た
り
、
人
手
不
足
に
悩
む
施

設
も
少
な
く
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
透
析
施
設
の
経
営
状
態
の
悪

化
に
よ
り
、
近
い
将
来
透
析
施
設
の

閉
院
や
統
廃
合
が
進
ん
で
い
く
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
多
く
の
透
析

施
設
は
、
施
設
が
無
料
で
提
供
す

る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
に
つい
て
、

大
き
な
負
担
を
感
じ
て
い
る
の
が

現
実
で
す
。

透
析
患
者
の

通
院
手
段
の
実
態

　

全
腎
協
で
は
、
1
9
7
1
年
か

ら
お
お
む
ね
5
年
ご
と
に
実
態
調

査
を
行
い
、「
血
液
透
析
患
者
実
態

調
査
報
告
書
」と
し
て
結
果
を
公
表

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

は
全
腎
協
へ
の
加
入
率
が
下
が
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
実
際

の
状
況
を
反
映
し
た
調
査
を
行
う

た
め
に
、
2
0
1
6
年
か
ら
は
日

本
透
析
医
会
が
主
体
と
な
っ
て
調

査
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
変
更
に
よ
り
、
調
査
の

対
象
は
そ
れ
ま
で
の
「
全
腎
協
会

員
」
か
ら
、「
日
本
透
析
医
会
に
加

盟
し
て
い
る
透
析
施
設
に
通
う
患

者
さ
ん
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
と
2
0
2
1
年
の

調
査
で
は
、
透
析
患
者
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
手
段
で
通
院
し
て
い
る

か
も
調
べ
ら
れ
ま
し
た（
図
3
）。

透析患者の年齢構成と平均年齢の推移図1

透析技術料の推移図2

　透析施設の収入
となる診療報酬は、

１割以上も減っているのか…
経営は厳しくなって
いるんだね。

（患者数）
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65歳未満
65～74歳

75歳以上
平均年齢

59.9
60.6
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62.2

62.8
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63.9
64.4 64.9

65.3 65.8
66.2 66.6

66.9 67.2 67.5
67.9 68.2 68.4

68.8 69.1 69.4

69.7 69.9 70.1

（年）

（患者調査による集計）
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（透析技術料）2300

2250

2200

2150

2100

2050
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　透析患者の
平均年齢は25年間で、
59.9歳から70.1歳に

なったの！？
高齢化は進んで
いるんだね。
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2
0
1
6
年
の
調
査
で
は
、
最
も
多

かっ
た
通
院
方
法
は
「
自
分
で
運
転

す
る
自
動
車
」で
、全
体
の
38
・
0
％

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
次
に
多
か
っ

た
の
は「
透
析
施
設
の
送
迎
バ
ス（
介

護
保
険
以
外
）」の
利
用
で
17・8
％
、

続
い
て「
家
族
の
送
迎
や
付
き
添
い
」

が
13・7
％
で
し
た
。

2
0
2
1
年
の
調
査
で
も
順
位

は
同
じ
で
し
た
が
、「
透
析
施
設
の
送

迎
バ
ス（
介
護
保
険
以
外
）」
を
利
用

す
る
方
が
24
・
8
％
と
大
き
く
増
加

し
て
お
り
、送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
透
析
患
者
さ
ん
が
確
実
に
増

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
の
調
査
で
は
年
齢

別
の
通
院
方
法
も
調
べ
ら
れ
て
お
り
、

「
透
析
施
設
の
送
迎
バ
ス（
介
護
保

険
以
外
）」の
利
用
は
、65
歳
未
満
で

は
8・2
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
65

〜
74
歳
で
は
18・5
%
、75
歳
以
上
で

は
29・
9
%
と
、高
齢
に
な
る
ほ
ど
透

析
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た（
図
4
）。

日
本
透
析
医
会
に
よ
る

送
迎
の
実
態
調
査

　

前
述
の
よ
う
に
、通
院
の
負
担
が

大
き
い
透
析
患
者
に
お
い
て
は
、
医

療
機
関
の
行
う
通
院
送
迎
サ
ー
ビ

ス
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
一

方
で
、昨
今
の
よ
う
に
透
析
関
連
診

療
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
続
け
て

い
る
状
況
で
は
、
送
迎
の
コ
ス
ト
が

透
析
施
設
の
経
営
に
与
え
る
影
響

は
大
き
く
な
り
つつ
あ
る
の
も
事
実

で
す
。
ま
た
本
来
人
件
費
な
ど
治

療
の
質
の
向
上
に
使
わ
れ
る
べ
き
透

析
診
療
報
酬
の
少
な
く
な
い
額
が

患
者
送
迎
に
使
わ
れ
て
い
る
、
と
い

う
現
状
は
、
透
析
医
療
の
あ
り
方

と
し
て
も
い
び
つ
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

私
が
現
在
会
長
を
務
め
る
公
益

社
団
法
人
日
本
透
析
医
会
で
は
、

今
後
の
透
析
医
療
の
あ
り
方
を
考

え
る
「
透
析
医
療
の
中
長
期
的
な

在
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
、

透
析
医
療
に
お
け
る
課
題
に
つい
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

2
0
2
3
年
に
施
設
に
よ
る
通
院

送
迎
を
一
つ
の
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
、送
迎
に
要
す
る
費
用
も
含
め

た
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

調
査
は
、
対
象
を
日
本
透
析
医

会
施
設
会
員
8
8
3
施
設
に
加

通院手段の推移（血液透析患者実態調査報告書より）図3

年齢別通院手段（2016年血液透析患者実態調査報告書より）図4

誌面
メインカラー

この色でグラフ作成

グラフの体裁とフォントは下のグラフ参考に

2021年

2016年

徒歩で一人で

自分で運転する自動車

タクシー（介護保険以外）を利用して

透析施設の送迎バス（介護保険以外）を利用して

NPO、ボランティアグループを利用して

介護タクシー

自転車、オートバイで一人で

電車、地下鉄、バスなどの公共機関を使って一人で

家族の送迎や付き添いで

介護保険サービス（通院のための乗降サービスなど）を利用して

その他の方法

無回答

3.6%3.6%5.2% 37.5% 6.3% 2.9%2.9% 12.3% 24.8% 3.8%3.8%1.9%1.9%

4.4% 5.8% 38.0% 8.7% 4.4% 13.5% 17.8% 1.0%1.0%4.6%4.6%

75歳以上 3.8%3.8%2.2%2.2% 19.0% 5.6% 7.5% 17.8% 29.9% 9.9%

65～74歳 4.3%4.3%5.1% 38.6% 8.1% 3.8%3.8%3.8% 15.5% 18.5% 3.6%3.6%

65歳未満 5.0% 9.1% 51.3% 11.7% 2.7%2.7% 8.5% 8.2% 1.6%1.6%

徒歩で一人で

自分で運転する自動車

タクシー（介護保険以外）を利用して

透析施設の送迎バス（介護保険以外）を利用して

NPO、ボランティアグループを利用して

介護タクシー

自転車、オートバイで一人で

電車、地下鉄、バスなどの公共機関を使って一人で

家族の送迎や付き添いで

介護保険サービス（通院のための乗降サービスなど）を利用して

その他の方法

無回答

誌面
メインカラー

この色でグラフ作成

グラフの体裁とフォントは下のグラフ参考に

2021年

2016年

徒歩で一人で

自分で運転する自動車

タクシー（介護保険以外）を利用して

透析施設の送迎バス（介護保険以外）を利用して

NPO、ボランティアグループを利用して

介護タクシー

自転車、オートバイで一人で

電車、地下鉄、バスなどの公共機関を使って一人で

家族の送迎や付き添いで

介護保険サービス（通院のための乗降サービスなど）を利用して

その他の方法

無回答

3.6%3.6%5.2% 37.5% 6.3% 2.9%2.9% 12.3% 24.8% 3.8%3.8%1.9%1.9%

4.4% 5.8% 38.0% 8.7% 4.4% 13.5% 17.8% 1.0%1.0%4.6%4.6%

75歳以上 3.8%3.8%2.2%2.2% 19.0% 5.6% 7.5% 17.8% 29.9% 9.9%

65～74歳 4.3%4.3%5.1% 38.6% 8.1% 3.8%3.8%3.8% 15.5% 18.5% 3.6%3.6%

65歳未満 5.0% 9.1% 51.3% 11.7% 2.7%2.7% 8.5% 8.2% 1.6%1.6%

徒歩で一人で

自分で運転する自動車

タクシー（介護保険以外）を利用して

透析施設の送迎バス（介護保険以外）を利用して

NPO、ボランティアグループを利用して

介護タクシー

自転車、オートバイで一人で

電車、地下鉄、バスなどの公共機関を使って一人で

家族の送迎や付き添いで

介護保険サービス（通院のための乗降サービスなど）を利用して

その他の方法

無回答

　高齢になるほど
「透析施設の
送迎バス」を
利用する割合は
増えているんだね。

　「透析施設の送迎バス」
を利用する人は

大きく増えているね。
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え
、
日
本
透
析
医
学
会
の
協
力
を

得
て
日
本
透
析
医
学
会
会
員
も

対
象
と
し
、
2
0
2
3
年
5
月
に

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
回
答
数
は

8
8
2
施
設
で
、
回
収
率
は
透
析

医
学
会
施
設
会
員
を
母
数
と
し
た

場
合
21
・
2
%
で
し
た
。
調
査
は
オ

ン
ラ
イ
ン
記
入
形
式
、
無
記
名
で
行

い
ま
し
た
。

実
態
調
査
の
結
果

秋
田
県
以
外
の
46
都
道
府
県
の

透
析
施
設
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し

た
。
回
答
を
頂
い
た
施
設
の
属
性

は
公
的
病
院
11
・
8
%
、民
間
病
院

28
・
3
%
、無
床
診
療
所
44
・
9
%
、

有
床
診
療
所
14・7
%
で
し
た
。
外

来
透
析
患
者
数
は
1
施
設
あ
た

り
の
平
均
値
が
1
0
0・3
人
、
中

央
値
85
・
0
人
、
最
大
9
2
3
人
、

最
小
0
人
で
し
た
。
合
計
は
無
回

答
の
施
設
を
除
く
8
1
4
施
設
で

8
万
1
6
3
6
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

送
迎
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に

つい
て
の
質
問
に
つい
て
は
、
5
8
3

施
設（
70
・
9
%
）が
行
って
い
る
と

い
う
結
果
で
し
た
。
そ
の
他
の
回
答

（
11
施
設
，
1・3
％
）
の
中
に
は
、

一
部
患
者
負
担
を
お
願
い
し
て
い

る
と
い
う
回
答
の
施
設
が
5
施
設

あ
り
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
別
の
送
迎
を
行
って
い

る
施
設
の
比
率
を
図
5
に
示
し
ま

す
。
都
道
府
県
に
よ
る
送
迎
率
は

大
き
く
異
な
り
、
送
迎
を
行
っ
て
い

る
比
率
の
高
い
都
県
は
順
に
、
和
歌

山
県
1
0
0・0
%
、
福
島
県
90
・

9
%
、栃
木
県
90
・
5
%
、愛
知
県

86
・
5
%
、東
京
都
84
・
6
%
、逆
に

低
い
県
は
岡
山
県
0・0
%
、
香
川

県
16
・
7
%
、福
井
県
16
・
7
%
、三

重
県
25・0
%
、新
潟
県
28・6
%
で

し
た
。

1
施
設
あ
た
り
の
送
迎
患

者
数
は
平
均
が
49
・
4
人
、
中

央
値
40
・
0
人
、
最
大
2
7
9

人
、
最
小
0
人
で
し
た
。
合
計

す
る
と
2
万
8
5
4
4
人
で
、

本
調
査
に
お
け
る
送
迎
患
者
数

の
比
率
は
2
万
8
5
4
4
人
／

8
万
1
6
3
6
人
＝
35
・
0
％
と

な
り
ま
し
た
。

患
者
一
人
あ
た
り
の
送
迎
費

用
を
図
6
に
示
し
ま
す
。
4
万

円
未
満
が
88
・
1
%
を
占
め
、平
均

値
は
2
万
4
1
3
3
円
、
中
央

値
は
2
万
2
1
1
1・5
円
、
最

大
8
万
0
0
0
0
円
、
最
小

1
5
0
0
円
で
し
た
。

膨
大
な
医
療
費
が

通
院
送
迎
に
使
わ
れ
て

い
る
と
い
う
い
び
つ
さ

　

今
回
の
調
査
で
は
、
35
％
の
患

者
が
施
設
に
よ
る
送
迎
で
通
院

し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
、
血
液

透
析
患
者
実
態
調
査
報
告
書
に

お
け
る
2
0
1
6
年
17
・
8
%
、

2
0
2
1
年
24
・
8
%
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
差
は
血
液

都道府県別送迎を行っている施設の比率図5

図 5

図 6

患者一人あたりの送迎費用（円/月）
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　送迎実施割合が地域
でこんなに違うの！？
和歌山は100％
実施されているけど、
岡山は0％だ。
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透
析
患
者
実
態
調
査
報
告
書
の

対
象
が
日
本
透
析
医
会
会
員
施

設
だ
っ
た
の
に
対
し
、
本
調
査
は
医

会
会
員
以
外
に
も
広
く
回
答
を
求

め
た
事
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
、
よ
り
実
態
に
近
い
数
字
と
考

え
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
初
め
て
透

析
患
者
の
送
迎
に
要
す
る
費
用
に

対
す
る
実
態
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
人
件
費
な
ど
に
つ
い
て
厳
密

な
コ
ス
ト
は
算
出
し
に
く
い
な
ど
、

調
査
と
し
て
は
や
や
厳
密
さ
を
欠

く
部
分
は
あ
り
ま
し
た
が
、一
人

あ
た
り
の
1
か
月
費
用
の
平
均
は

2
万
4
1
3
3
円
と
算
出
さ
れ

ま
し
た
。

2
0
2
3
年
に
日
本
透
析
医

会
が
行
っ
た
透
析
医
療
費
実
態
調

査
に
よ
る
と
、
外
来
透
析
1
回
あ

た
り
の
請
求
額
は
2
万
9
9
6
9

円
で
、
こ
こ
か
ら
1
か
月
の
透
析

医
療
費
を
算
出
す
る
と
約
39
万

円
と
な
り
ま
す
。
送
迎
費
用
の

2
万
4
1
3
3
円
／
月
と
い
う
額

は
、透
析
医
療
費
の
約
6
％
で
透
析

1
回
分
の
請
求
額
に
迫
る
金
額
で

あ
り
、全
国
で
年
間
に
送
迎
の
た
め

に
透
析
施
設
が
支
出
す
る
額
は
34
・

3
万
人
×
35
％
×
2
万
4
1
3
3

円
／
月
×
12
か
月

≓

3
5
0
億
円

と
な
り
、
こ
れ
は
年
間
の
透
析
医

療
費
約
1・6
兆
円
の
2
％
強
を
占

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す（
図

7
）。
本
来
診
療
に
使
わ
れ
る
べ
き

医
療
費
が
患
者
の
送
迎
に
使
わ
れ

て
い
る
と
い
う
状
況
は
、や
は
り
問

題
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

た
だ
こ
の
現
状
を
ど
う
変
え
て

い
く
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
難

し
い
問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
透
析

施
設
が
あ
く
ま
で
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
き
た
送
迎
サ
ー
ビ

ス
が
、通
院
困
難
患
者
の
増
加
に
伴

い
、
施
設
に
よ
る
無
料
送
迎
が
当
た

り
前
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

　

患
者
さ
ん
間
の
公
平
性
を
考
え

れ
ば
、
送
迎
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん

に
一
定
の
費
用
負
担
を
求
め
る
と

い
う
の
は
一
つ
の
考
え
方
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
道
路
運
送
法
で
は
、

患
者
を
有
償
で
搬
送
す
る
場
合
は

許
可
が
必
要
と
な
り
、
透
析
施
設

自
身
が
自
ら
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
を
行
う
こ
と
は
事
実
上
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
高
齢
者
の
多
い
透
析

患
者
さ
ん
の
経
済
状
況
を
考
え
れ

ば
、全
て
の
患
者
に
実
費
の
負
担
を

お
願
い
す
る
の
は
現
実
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

● 今回の調査を元に、施設が送迎に要している費用を概算すると
•透析患者一人あたり1月の平均送迎費用は24,133 円／月
•送迎を受けている透析患者の比率が35％
• 2023年末現在の透析患者は34.3 万人

● 以上の数字から計算すると、
1年間に全国の透析施設が送迎に支出している額は
34.3万人×35％×24,133円／月×12ヶ月≓350億円となる。

● 透析医療費を年間1.6兆円とすると350億／1.6兆＝2.2%
となり透析医療費の実に2％強が患者送迎に費やされていること
になる

送迎に要する費用図7

患者一人一月あたり送迎費用図6

　本来診療に
使われるべき医療費が、
これだけ患者の送迎に
使われているのか。

図 5

図 6

患者一人あたりの送迎費用（円/月）
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40年・50年の長期透析患者が語る 前向きに生きる心得特　集 緊急企画 透析施設の送迎サービスに何が起きているのか特　集

週
3
回
の
通
院
を
要
す
る
透
析

医
療
の
通
院
を
ど
う
す
る
か
、と
い

う
こ
と
は
、通
院
困
難
透
析
患
者
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
昨
今
で
は
本

来
は
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
り
、行

政
の
対
応
を
透
析
施
設
側
と
し
て

も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、国
家
財
政
や
公
的
保
険
の
財
政

が
厳
し
く
なって
い
る
状
況
で
、新
た

に
財
源
を
確
保
し
て
国
レ
ベル
で
透

析
患
者
の
送
迎
の
制
度
が
作
ら
れ
る

こ
と
も
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、
透
析

患
者
の
通
院
に
か
か
る
交
通
費
の

一
部
を
助
成
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お
り

ま
す
。
あ
る
自
治
体
で
は
、
自
治

体
立
病
院
で
透
析
治
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
ず
、代
替
案
と
し
て
自
治

体
が
片
道
2
時
間
か
か
る
透
析
施

設
ま
で
の
透
析
患
者
送
迎
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
全
国
的
に
見
れ
ば
僅
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
行
政
が
何
ら
か
の
サ

ポ
ー
ト
を
い
た
だ
け
る
と
す
る
な

ら
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
基
礎
自
治
体

が
行
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
自
治
体
も
国
同
様
財
政
が

厳
し
い
所
が
多
い
の
が
実
情
で
あ

り
、
社
会
問
題
に
も
な
ら
な
い
限
り

多
く
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

お
願
い
し
た
い
こ
と

　

私
た
ち
と
し
て
透
析
患
者
さ
ん

に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
施
設
に
よ

る
送
迎
は
、
本
当
に
必
要
な
人
だ

け
に
使
って
い
た
だ
き
た
い
、と
い
う

こ
と
で
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
送
迎
の
比
率

が
非
常
に
低
い
地
域
も
あ
り
ま
し

た
。
送
迎
の
実
施
率
が
0
％
だ
っ
た

岡
山
県
や
16
・
7
％
と
低
か
っ
た
福

井
県
は
、そ
れ
ぞ
れ
医
師
会
が
送
迎

を
禁
止
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

公
共
交
通
機
関
の
状
況
や
家
族
構

成
の
地
域
性
な
ど
、個
々
の
事
情
は

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
よ
う

な
地
域
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、私

た
ち
と
し
て
は
患
者
の
自
助
努
力

に
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

か
な
り
古
く
か
ら
通
院
透
析
困

難
透
析
患
者
の
問
題
は
認
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、透
析
施
設
の
負
担

に
よ
る
無
料
送
迎
で
問
題
は
先
送

り
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

そ
れ
が
診
療
報
酬
の
相
次
ぐ
引
き

下
げ
に
伴
い
、透
析
施
設
の
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
、と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
透
析
患
者
の
週
3
回
の
通
院

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、こ

れ
ま
で
専
ら
透
析
施
設
任
せ
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、本
来
は
大
き
な

社
会
問
題
で
す
。
患
者
会
に
お
い

て
も
、
様
々
な
形
で
の
現
状
に
関
す

る
情
報
発
信
と
、行
政
な
ど
への
働

き
か
け
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

全腎協は11月18日、厚生労働大臣に「2026 年度診療
報酬改定に関する要望書」を提出しました。
　診療報酬とは、医療保険制度にもとづき医療機関に支払
われる医療費の「公定価格」ともいえるものです。２年に一
度見直され、2026 年春の改定に向けた議論が現在進めら
れています。その内容は、透析療法をはじめ私たち患者の医
療や生活に大きな影響を及ぼします。
　近年、物価や人件費の上昇、医療従事者の不足などによ
り、多くの透析施設が経営の厳しさに直面しています。寄稿
でも触れられているように無料送迎への影響はもちろん、夜
間透析の廃止や透析時間の短縮など、患者の治療環境が左
右される事態も見られます。
　透析は命を支える欠かせない治療です。週3回の安定し
た透析体制を守るため、全腎協は、▼透析医療体制の維持・
強化、▼診療報酬の適正化(実情に見合った評価)、▼医療
従事者の確保・支援の3点を要望しました。
　今号をご覧になる2026 年１月下旬には改定案が公開さ
れ、２月中旬に具体的な点数が示される予定です。全腎協
は、透析関連における診療報酬改定の動きを引き続き注視
し、患者の立場から意見を届けていきます。

診療報酬改定に向けた全腎協の動き

※本稿は、日本透析医会雑誌39巻1号（2024年）に掲載した、自著「外来血液透析における通院送迎
に関する実態調査」の内容を患者向けに解説したものです。9 No.333
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